
１．はじめに

筆者はこれまで，単純な幾何曲線を用いて，一定のルールを与えることで，３次元上において様々な形態のバ

リエーションを生成し，次にそれらを２次元に変換し，その形態構成において検討を重ねてきた［注１］－［注６］。

本稿ではこれまでの経緯を踏まえ，幾何曲線をベースにして，連続曲線に変換し，様々な構成のバリエーショ

ンを生成する。

２．連続曲線を生成するための設定

2.1.適用する幾何曲線の種類

適用する幾何種類は次の通りとする。以上は，すべて２次曲線である。

⒜外転サイクロイド(epicycloids)

⒝内転サイクロイド(hypocycloid)

⒞外転トロコイド(epitrochoid)

⒟内転トロコイド(hypotrochoid)

2.2.連続曲線の設定

2.2.1.連続曲線の定義

ｆとｇが連続関数のときの２次曲線のパラメータ表示を次に示す［注７］。

x＝fx

y＝gy ⑴

本稿では，式⑴によって表される曲線を連続曲線と定義する。

2.2.2.２次曲線から３次曲線への変換の設定

筆者はこれまで，二次元ユークリッド空間Ｒ における平面曲線を三次元ユークリッド空間Ｒ における空間曲

線に変換し，様々な形態構成のバリエーションを生成してきた。最も基本的な例として，円を適用した場合のパ

ラメータ表示を次に示す。

x＝sin t
 

y＝cos t
 

z＝m sin n t ⑵

2.2.3.３次曲線を適用し連続曲線を生成するための設定

本稿では，式⑵を用いた連続曲線の生成について次の設定を適用する。

⑴Ｘ軸方向における連続曲線の設定

Ｘ軸方向における連続曲線を生成するために，⑵をベースにしたパラメータ表示を次に示す。

x＝sin t＋l t
 

y＝cos t
 

z＝m sin n t ⑶

★柱のケイは最低292H(断ち落とし含)で文字の多いときはナリユキでのばす★
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⑵Ｚ軸方向における連続曲線の設定

Ｚ軸方向における連続曲線を生成するために，⑵をベースにしたパラメータ表示を次に示す。

x＝sin t
 

y＝cos t
 

z＝m sin n t＋s t ⑷

なお，適用する以下の幾何曲線の方程式は前拙稿［５］において示してきた故，省略する。

2.3.形態構成のための設定

形態構成のために次の設定する。

⑴構成は，幾何曲線をユニットとした構成とする。

⑵幾何曲線の線の太さは一定とする。

⑶線と線は接触した状態に設定する。

2.4.形態構成のための表示

形態構成の表示は次の通りとする。

⑴幾何曲線の構成の表示

連続曲線の構成の表示は，Ｘ軸方向の連続曲線は平面図で，Ｚ軸方向の連続曲線は透視図によって表示する。

⑵形態構成の定量的表示

形態構成の定量的表示は，幾何曲線のＸ軸方向の周期値とＺ軸方向の周期値によって表示する。例えば，幾何

曲線Ａを用いＸ軸方向の周期値が12の場合，⒜(x，12)と表示する。

以上の設定に基づき，式⑵を適用した生成した例を図１aに，式⑶を適用した例を図１bに，式⑷を適用した例

を図１cに示す。結果として図１cは螺旋形態を示す。

３．結果

幾何曲線をユニットとした連続曲線の構成例を図２～図19に示す。
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⒜円 ⒝円を適用した連続曲線(x，5)

図1 円を適用した連続曲線

⒞円を適用した連続曲線(z，5)



⒜外転サイクロイドA ⒝Aを適用した連続曲線(x，10)

図2 外転サイクロイドAを適用した連続曲線

⒞Aを適用した連続曲線(z，10)

⒜外転サイクロイドB ⒝Bを適用した連続曲線(x，10)

図3 外転サイクロイドBを適用した連続曲線

⒞Bを適用した連続曲線(z，10)

⒜外転サイクロイドC ⒝Cを適用した連続曲線(x，10)

図4 外転サイクロイドCを適用した連続曲線

⒞Cを適用した連続曲線(z，10)

⒜外転サイクロイドD ⒝Dを適用した連続曲線(x，10)

図5 外転サイクロイドDを適用した連続曲線

⒞Dを適用した連続曲線(z，10)
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⒞Aを適用した連続曲線(z，10)

図7 内転サイクロイドAを適用した連続曲線

⒝Aを適用した連続曲線(x，10)⒜内転サイクロイドA

⒞Eを適用した連続曲線(z，10)

図6 外転サイクロイドEを適用した連続曲線

⒝Eを適用した連続曲線(x，10)⒜外転サイクロイドE

⒞Cを適用した連続曲線(z，10)

図9 内転サイクロイドCを適用した連続曲線

⒝Cを適用した連続曲線(x，10)⒜内転サイクロイドC

⒞Bを適用した連続曲線(z，10)

図8 外転サイクロイドBを適用した連続曲線

⒝Bを適用した連続曲線(x，10)⒜内転サイクロイドB
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⒜内転トロコイドD ⒝Dを適用した連続曲線(x，10)

図10 内転サイクロイドDを適用した連続曲線

⒞Dを適用した連続曲線(z，10)

⒜外転トロコイドA ⒝Aを適用した連続曲線(x，10)

図11 外転トロコイドAを適用した連続曲線

⒞Aを適用した連続曲線(z，10)

⒜外転トロコイドB ⒝Bを適用した連続曲線(x，10)

図12 外転トロコイドBを適用した連続曲線

⒞Bを適用した連続曲線(z，10)

⒜外転トロコイドドC ⒝Cを適用した連続曲線(x，10)

図13 外転トロコイドCを適用した連続曲線

⒞Cを適用した連続曲線(z，10)
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⒞Eを適用した連続曲線(z，10)

図15 外転トロコイドEを適用した連続曲線

⒝Eを適用した連続曲線(x，10)⒜外転トロコイドE

⒞Dを適用した連続曲線(z，10)

図14 外転トロコイドDを適用した連続曲線

⒝Dを適用した連続曲線(x，10)⒜外転トロコイドD

⒞Bを適用した連続曲線(z，15)

図17 内転トロコイドBを適用した連続曲線

⒝Bを適用した連続曲線(x，15)⒜内転トロコイドB

⒞Aを適用した連続曲線(z，15)

図16 内転トロコイドAを適用した連続曲線

⒝Aを適用した連続曲線(x，15)⒜内転トロコイドA
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⑴外転サイクロイドをユニットとした連続曲線による構成

外転サイクロイドをユニットとした連続曲線による構成例を図２～図６に示す。

図２においては，外転サイクロイドＡをユニットして，Ｘ軸方向の周期値を10，Ｚ軸方向の周期値を10に設定

し生成した連続曲線について，各々図２bと図２cに示す。以下，同様の手続きにより生成した連続曲線による構

成例を図３～図６に示す。

⑵内転サイクロイドをユニットとした連続曲線による構成

内転サイクロイドをユニットとした連続曲線による構成例を図７～図10に示す。

図７においては，内転サイクロイドＡをユニットとしてＸ軸方向の周期値を10，Ｚ軸方向の周期値を10に設定

し生成した連続曲線について，各々図７bと図７cに示す。以下，同様の手続きにより生成した連続曲線による構

成例を図８～図10に示す。

⑶外転トロコイドをユニットとした連続曲線による構成

外転トロコイドをユニットとした連続曲線による構成例を図11～図15に示す。

図11においては，外転トロコイドＡをユニットとしてＸ軸方向の周期値を10，Ｚ軸方向の周期値を10に設定

し生成した連続曲線について，各々図11bと図11cに示す。以下，同様の手続きにより生成した連続曲線による

構成例を図12～図15に示す。

⑷内転トロコイドをユニットとした連続曲線による構成

内転トロコイドをユニットとした連続曲線による構成例を図16～図19に示す。

図16においては，内転トロコイドＡをユニットとしてＸ軸方向の周期値を15，Ｚ軸方向の周期値を15に設定

し生成した連続曲線について，各々図16bと図16cに示す。以下，同様の手続きにより生成した連続曲線による

構成例を図17～図19に示す。

４．まとめ

本稿では，２次曲線としての幾何曲線をユニットとした連続曲線による構成のバリエーションを生成した。そ

⒜内転トロコイドC ⒝Cを適用した連続曲線(x，10)

図18 内転トロコイドCを適用した連続曲線

⒞Cを適用した連続曲線(z，10)

⒜内転トロコイドD ⒝Dを適用した連続曲線(x，12)

図19 内転トロコイドDを適用した連続曲線

⒞Dを適用した連続曲線(z，12)
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の結果について，次の通りまとめることができる。

⑴Ｘ軸方向に生成した連続曲線により，XY平面において線の集積から帯状の面を生成することができた。

⑵Ｚ軸方向に生成した連続曲線により，幾何曲線をユニットとした螺旋形態のバリエーションを示すことができ

た。

本稿では，幾何曲線をユニットとした１本の連続曲線による構成について，ある程度のバリエーションを示す

ことができた。今後，他の曲線あるいは複数の連続曲線による構成について検討課題としたい。
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